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き ず な 通 心 

E-mail：chikura_kizuna@yahoo.co.jp 

発 行：千倉地域づくり協議会『きずな』  

企画編集：千倉担当地域づくり支援員 
〒295‐8601 南房総市千倉町瀬戸２２９６番地６（朝夷行政センター内） 

TEL：０４７０-４４-１１１３  FAX：０４７０-４０-１０１３ 

協議会の活動や地域の情報、事務局のことな

ど不定期更新中ぜひチェックしてください！ 

検 索 

千倉地域づくり協議会Face book 

 

http://civil.mboso-etoko.jp/ 

市民活動のかわらばん 

南房総みんみんネット 

きずな通心は、インターネット上でカラー版がご覧になれます。 

検 索 

登録団体一覧：千倉地域づくり協議会『きずな』 

平成３０年５月 

第９４号 

 千倉地域づくり協議会『きずな』の「きずなの会」部会で

は、子どもの見守りをはじめ、明るいあいさつの交わせる安

心・安全なまちづくりをめざし、毎月第１・第３月曜日（休

校日の場合は翌日）にあいさつ運動を行っています。 

 この度、新年度を迎え、同じく、子どもの安全を願い活動

している千田区通学路の交通安全横断旗の傷みが激しくな

り、きずなより横断旗１０本を寄贈しました。 

 あいさつ運動は、千倉小学校校門前でも行って

いますが、子ども達が地域の大人に見守られ、健

 千倉地域づくり協議会『きずな』 
     Face book ご覧ください！ 

※平成３０年４月２6日現在の情報です 

全に育まれるまちづくりの為、ご自宅近くの通学路で結構です。子どもたちへの見守 

り・声かけなど、みなさんのご協力をお願い致します。 

 [あいさつ運動、今後の予定]         

 日 時 ：５月 ２１日(月) 

      ６月 4日(月)・１８日(月) 

    

  場 所 ：千倉小学校校門前 

午前７時半～８時頃 

 

 

千倉保健センター３階会議室（機能訓練室） 

午後1時３０分～ 

 先月号でもお知らせしましたが、下記日程で、千倉地域づくり協議会『きずな』の総会を行い

ます。議案は、平成2９年度 活動報告及び収支決算及び監査報告について、平成３０年度 活動

計画（案）及び収支予算（案）についてなどです。 

＊きずな会員で総会に出席できない方は、委任状の提出をお願いします。 

平成３０年５月2４日（木） 
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  毎月第３日曜日に実施している千倉海岸の美化活動（ビーチクリーン活動）を 

『きずな』は応援しています。 

 ■ 日 時：５月２０日(日)午前９時開始 （３０分程度） 

 ■ 場 所：南千倉海岸 （川尻橋北側駐車場に集合）  

※ゴミ袋は用意します。 

 手袋や飲み物は各自でご用意ください。 [主催：千倉海岸美化推進委員会] 

 

 4月2１日（土）とみうら元気倶楽部にて、市民提案型まちづくりチャレンジ事業の公開プレ

ゼンテーションが行われました。当日は、鎌田元弘千葉工業大学副学長など4名の審査員の前

で、千倉地区の２団体を含む７団体が「チャレンジコース」のプレゼンに臨み、まちづくりへ

の熱い思いを語りました。審査は、事業目的や事業計画、事業を行うことによるまちづくりへ

の波及効果などが評価され採択されます。 

ちくら漁港朝市、開催日 

  市民提案型まちづくりチャレンジ事業とは？ 

  NPO法人やボランティア等をはじめとする市民活動団体から提案事業を募集し、公益性の高い  

 事業を行う団体に対し、提案事業の実施に係わる経費の一部又は全部を補助金として交付する  

 事業。市民活動に取組み始める団体への支援を目的とした『はじめの一歩コース』（補助上限５万 

 円）と、活動を一層充実・発展させるための『チャレンジコース』（補助上限３０万円）の２コースがあ 

 ります。 ＊公開プレゼンテーションは、チャレンジコース提案団体のみ行われます。 

日本一の生産量を誇る南房総のキンセンカで 
地域おこし事業 

カレデュラプラザ 

カレンデュラ(和名：キンセンカ)は海外では薬用・

医療で使われ、薬効効果もある。 

南房総はキンセンカ生産日本一であり、その利点

を生かし、セミナーや教室、イベントやボランティ

ア活動、オイルなどの商品開発を 

通して、南房総市の様々な施設 

と連携しキンセンカの素晴らし 

い効果効能を広め、まちおこ 

しをしようというプロジェクト 

障害者のための房州うちわ職人養成講座 

房州うちわ伝福連携の会 

「伝福連携（でんふくれんけい）」とは「伝統工芸

品」と「福祉」をつないだ活動を指す当会の造語

で、障害を持っていて一般企業で働くことが困難

な人を対象に、「房州うちわ」の担

い手となれるよう養成しようとする

プロジェクト。 

障害がなくても本気で職人になっ

てみたいという方は参加できるそ

うです。 

「触れ合える地域を目指して」 

NPO法人 スマイル安房 

高次脳機能障害： 
事故や病気が原因で脳に損傷を負い覚えることや、判断するとい
う高度な機能に支障を起こし日常生活に支障が生じること 

南房総っ子の基礎体力を養う元気はつらつ化事業 

体幹トレーニング部 

南房総の地から広がる５ミクロンの可能性 
～ 花酵母プロジェクト ～ 

安房拓心高校 農業クラブ 
花酵母プロジェクトチーム 

花の栽培が盛んな南房総の利点を生かし、花か

ら採取した花酵母で、花の香りのするパンを作

ろうというプロジェクト。 

安房拓心高校農業クラブ花酵母プロジェクト

チームが、千葉県産業支援技術研究所と連携

し、花酵母のみを取り出す技術や

安全性を高める技術支援などを受

け、研究を重ね花を生かした南房

総の魅力発信を行います。 

スポーツコミュッション及び海岸美化活動 

i.  PLANNER 

毎月一回の海岸清掃や、TOBIGERI、岩井民宿組

合など、各団体とも連携を取り、釣り船クルージ

ングや宝探しなどのイベントを行なうなど、岩井

海岸の魅力を生かしたまちお

こしを行う。 

また、SNSなどを活用し、

富山町の良いところを広く紹

介するなどし、まちおこしに

繋げる活動を行う。 

2018年南房総「浜千鳥」歌唱コンクール 

千葉県童謡・唱歌愛好会 MBK 

童謡・唱歌を広く普及し、人々にその時代の文化を

感じてもらい、童謡文化を次世代に引き継いで行 

きます。今年度は、和田に歌碑があり

南房総市を代表する童謡「浜千鳥」の

歌唱コンクールを開催し、全国に南房

総市の魅力を発信し、市の活性化を目

指す活動を行う。 

高次脳機能障害者を対象に、主に沓見の作業場で

就労の支援を行い、社会復帰・社会参加を目指す

ための取組みを行っている。 

その他、地域のイベントに参加する

など、他団体との交流や親睦を図

り、触れ合える地域を目指して行こ

うという活動を行う。 

南房総っ子の基礎体力向上のため、毎週水曜と木

曜日の週２回、午後７時から午後９時の２時間を使

い、基礎体力トレーニング、体幹・体軸トレーニン

グ、レクリエーションを交えて、 

楽しく体を動かしている。 

今年度は高齢者の健康や、から

だ作りにまで幅を広げ、地域づ

くり協議会などとも連携し、活動

して行こうというプロジェクト。 

浜千鳥歌唱コンクール： 
平成３０年７月22日(日） 

シェイクスピア・シアターホール 

各活動内容については、千倉地域づくり支援

員が公開プレゼンテーションでの紹介や、ＨＰ

（ホームページ）から得た情報を要約し掲載させ

ていただきました。 

詳しくは、各団体にお問合せください。 

採択の結果は市のホームページなどに掲載されます体 


